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テラヘルツ時間領域分光法の高速化については 2000 年代初頭から研究が盛んにおこなわれ，非

同期光サンプリング法（ASOPS）1)やキャビティチューニングによる光サンプリング(OSCAT)2)な

どの手法が報告され，測定時間の短縮が図られている．我々の研究室においてもレーザーの繰り

返し周波数に変調をかける手法で高速 THz-TDSの開発を行ったが，レーザーのタイミングジッタ

によりスペクトル帯域が制限される結果となった 3)．一方で，タイミングジッタを利用した計測

として，パルス入射タイミングのずれを和周波強度として測定などが進められている 4)，本研究

ではレーザーのタイミングジッタ測定とテラヘルツ波強度をパルスごとに測定し，タイミングジ

ッタ情報を基に信号を並び替えることにより高速な THz-TDS システム開発を目指すものである． 

レーザー光源としては外部電気トリガ型ファイバーレーザーを用い，基本波 1550 nmを 2倍波

発生モジュールと組み合わせて使用した． 

2倍波（780 nm）で THz波発生・検出用の

光伝導アンテナを励起し，2 倍波発生モジュ

ール透過後の基本波をジッタ測定用の和周

波発生光源とした．機械式遅延において各

測定点での THz時間波形および 2光に分離

した 1.55 mの基本波によって発生した和

周波強度の同時測定の積算結果と一般的な

ロックイン検出により測定した結果を図 1

に示す．両者は良い一致を示しており，本

手法により，テラヘルツ波形と和周波の同

時測定が可能であることが示された． 
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図１ ロックイン検出波形（実線）とサンプリング

オシロ測定強度（赤丸）の比較結果 上：THz 時間

波形，下：1.55 mを用いた和周波発生 
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